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研究要旨 
食品衛生法では、器具・容器包装等の安全性を確保するための規格基準とともに、

その規格基準を満たしているか否かを判定するための試験法が定められている。しか

し、多くの試験法については、その性能について十分な評価が行われていない。また、

器具・容器包装等には原料、添加剤、不純物等の様々な化学物質が残存し、これらの

化学物質は食品や唾液を介してヒトに曝露する可能性がある。したがって、器具・容

器包装等の安全性を確保するためには、製品に残存する化学物質やその溶出量等を把

握することが重要である。そこで、市販製品に残存する化学物質に関する研究として、

合成樹脂製器具・容器包装に含有される非意図的添加物質の探索、蒸発残留物試験法

及び総不揮発性試験法の性能評価、カプロラクタム試験への HPLC の適用、洗浄剤中

のヒ素試験法及び重金属試験法の改良、天然素材製器具・容器包装から溶出する全有

機炭素（TOC）量の測定を実施した。 
合成樹脂製器具・容器包装に含有される非意図的添加物質の探索では、合成樹脂製

器具・容器包装に含まれる NIAS に関するレビュー41 報の内容をまとめるとともに、

LC-QTOFMS による BHT 添加試験片に含まれる化合物の分析、RI 値を用いた化合物

同定に関する検討を行った。 
蒸発残留物試験法及び総不揮発性試験法の試験操作に関する検討では、いずれの試

験法においても乾燥操作により一部が揮散する物質を成分とする試験溶液では、十分

な性能が得られない可能性があり、総不揮発性物質試験は、試験に要する時間も長く、

規格試験法として導入することは困難と考えられた。 
カプロラクタム試験への HPLC の適用では、HPLC による分析法を検討し、その妥

当性を確認した。HILIC カラムを用いた分析法は、限度分析法および定量分析法のい

ずれにおいても規格試験として適用可能な性能を有していると判断された。 
洗浄剤中のヒ素試験法及び重金属試験法の改良では、ICP-MS 法、ICP-OES 法、

FL-AAS 法及び HG-AAS 法を構築し、その性能を評価した。このうち、ICP-MS 法、

ICP-OES 法では As、Pb 分析共に真度、精度ともに妥当な水準にある結果が得られた。 
FL-AAS 法では脂肪酸系洗浄剤のマイクロウエーブ分解法の As、Pb 分析及び非脂肪

酸系洗浄剤のマイクロウエーブ分解法の Pb 分析では真度、精度ともに妥当な水準に

ある結果が得られたが、湿式分解法の As、Pb 分析及び非脂肪酸系洗浄剤のマイクロ

ウエーブ分解法の As 分析では同時に検討した改良分析法と比較して、性能が低い分

析法であることを確認した。この問題を解消するため HG-AAS 法で As を測定した結
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果、真度、精度ともに妥当な水準にある結果が得られ、改良分析法は規格の適否判定

を行うための分析方法として有用であると考えられた。 
天然素材製器具・容器包装から溶出する全有機炭素（TOC）量の測定では、竹、木、

紙製品約 120 検体を対象に、水へ溶出する有機物量、いわゆる TOC 量を測定した。合

成樹脂製品と比べて高い値であった。 
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